
第
十
三
回
宗
門
教
学
会
議
は
、
二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
七
月
三
十
一
日
、「
平
和
の

た
め
に
何
を
す
べ
き
か
／
何
が
で
き
る
か
―
戦
後
八
十
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
―
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
は
、
二
〇
二
五
年
に
戦
後
八
十
年
を
迎
え
ま
す
。
宗
門
で
は
、
戦
後
七
十
年
を

機
縁
と
し
て
「
平
和
に
関
す
る
論
点
整
理
」
を
作
成
し
、
そ
の
後
も
「
御
同
朋
の
社
会

を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）
に
お
け
る
取
り
組
み
、
映
画
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
沖

縄
戦
―
知
ら
れ
ざ
る
悲
し
み
の
記
憶
―
」
の
作
成
、
戦
争
に
お
け
る
被
災
寺
院
の
調
査
・

報
告
な
ど
、
非
戦
平
和
へ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
世
界
で
は
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
、
ハ
マ
ス
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
攻
撃
と
イ
ス
ラ

エ
ル
軍
の
ガ
ザ
へ
の
侵
攻
と
い
っ
た
「
戦
争
」
と
「
平
和
」
を
め
ぐ
る
緊
迫
し
た
状
況

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
戦
後
八
十
年
を
迎
え
、
何
を

す
べ
き
か
を
考
え
、
宗
門
と
し
て
、
過
去
の
学
び
を
踏
ま
え
つ
つ
、
未
来
に
向
け
た
具

体
的
な
行
動
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
視
点
や
取
り
組
み
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
の

議
論
を
行
い
ま
し
た
。

第
十
三
回
宗
門
教
学
会
議
で
は
、
委
員
と
し
て
大
谷
栄
一
氏
（
佛
教
大
学
教
授
）、
赤

松
徹
眞
氏
（
本
願
寺
史
料
研
究
所
所
長
）、
宮
地
清
彦
氏
（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任

研
究
員
）
を
お
招
き
し
て
そ
れ
ぞ
れ
ご
発
題
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
座
長
は
大
田
利

生
総
合
研
究
所
長
、
対
論
者
は
寺
本
知
正
総
合
研
究
所
副
所
長
が
務
め
、
有
識
者
発
題

に
続
い
て
全
体
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

前
号
で
は
、
大
谷
氏
、
赤
松
氏
、
宮
地
氏
か
ら
の
提
言
を
報
告
い
た
し
ま
し
た
。
今

号
で
は
、
全
体
討
議
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

＊
宗
門
教
学
会
議
は
、
現
代
社
会
の
諸
課
題
に
対
し
て
専
門
的
見
地
を
有
す
る
有
識
者
を

招
聘
し
、
多
角
的
・
学
際
的
な
議
論
を
行
う
会
議
で
す
。
そ
の
際
に
な
さ
れ
る
有
識
者

の
意
見
・
提
言
は
、
宗
派
の
見
解
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
く
、
宗
教
者
が
持
つ
知
見

が
現
代
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
り
、「
自
他
共
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と

の
で
き
る
社
会
の
実
現
」
の
た
め
に
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
う
る
の
か
を
探
る
た
め

の
参
考
と
し
て
い
ま
す
。
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一
、
戦
時
中
の
教
学
的
課
題
に
つ
い
て

○
寺
本	
有
識
者
の
先
生
方
、
ご
提
言
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
仏
教
の

理
念
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本

願
寺
派
で
は
「
真
俗
二
諦
の
教
旨
」
が
戦
争
協

力
の
背
景
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
問

題
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
教
学
上
の
問
題
に
つ

い
て
、
戦
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
団
で
ど
の
よ
う

に
理
解
さ
れ
て
い
る
の
か
を
ご
教
示
い
た
だ
き

た
く
思
い
ま
す
。

○
大
谷	

真
宗
に
は
「
真
俗
二
諦
」
や
「
王
法

為
本
」
の
議
論
が
あ
り
ま
す
。
日
蓮
宗
で
は
、

日
蓮
の
書
に
『
立
正
安
国
論
』
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
「
立
正
安
国
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
戦

時
中
に
多
用
さ
れ
、
教
え
よ
り
も
国
を
優
先
す

る
と
い
う
捉
え
方
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
禅
宗
で

は
、
栄
西
の
『
興
禅
護
国
論
』
の
「
興
禅
護
国
」

な
ど
が
同
じ
よ
う
に
解
釈
さ
れ
ま
し
た
。
戦
前

に
は
、
国
家
と
宗
教
を
言
い
表
す
各
宗
派
の
言

葉
が
、
国
家
主
義
的
な
解
釈
を
さ
れ
広
め
ら
れ

ま
し
た
。

も
う
一
つ
付
け
加
え
る
と
、
一
九
三
五
（
昭

和
十
）
年
に
天
皇
機
関
説
事
件
が
あ
り
、
以
降
、

日
本
精
神
が
強
調
さ
れ
る
中
で
、
天
皇
と
仏
教

の
信
仰
を
結
び
合
わ
せ
る
「
皇
道
仏
教
」
と
い

う
流
れ
が
出
て
き
ま
し
た
。
日
蓮
宗
で
は
「
天

皇
本
尊
論
」
と
い
う
議
論
が
あ
り
ま
す
。
日
蓮

宗
の
本
尊
は
『
法
華
経
』
で
説
か
れ
る
久
遠
実

成
の
釈
尊
で
す
が
、
当
時
は
久
遠
実
成
の
釈
尊

よ
り
も
天
皇
が
上
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
ま
し

た
。
浄
土
宗
で
は
、
阿
弥
陀
仏
と
天
皇
の
関
係

を
ど
う
考
え
る
の
か
と
い
っ
た
議
論
が
あ
り
ま

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
宗
派
で
、
天
皇
と
信
仰
の

一
致
を
強
調
す
る
教
え
や
国
家
に
従
属
す
る
よ

う
な
形
で
教
え
が
解
釈
を
さ
れ
ま
し
た
。

日
蓮
宗
の
場
合
は
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
十

九
）
年
に
立
正
平
和
運
動
と
い
う
活
動
を
展
開

し
ま
す
。
ま
た
、
戦
前
に
「
立
正
安
国
」
が
国

家
主
義
的
に
唱
え
ら
れ
た
反
省
か
ら
、
戦
後
に

な
っ
て
『
立
正
安
国
論
』
の
「
安
国
」
と
い
う

の
は
国
土
の
安
穏
を
意
味
す
る
と
の
再
解
釈
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
戦
前
の
反
省

を
踏
ま
え
て
戦
後
の
平
和
活
動
が
あ
る
と
い
う

捉
え
方
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

○
宮
地	

曹
洞
宗
で
は
、『
修
証
義
』
を
編
纂

し
た
大
内
青
巒
の
も
と
で
研
鑽
を
積
ん
だ
人
た

ち
が
、
大
正
期
に
『
修
証
義
』
の
解
説
書
を
一

斉
に
出
版
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
皇
道
仏

教
へ
舵
を
切
ろ
う
と
し
て
い
る
本
と
言
っ
て
い

い
と
思
い
ま
す
。
昭
和
期
に
入
り
、
全
く
そ
れ

が
下
火
に
な
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
燃
え
さ
か

る
よ
う
な
形
で
戦
争
へ
と
入
っ
て
い
き
ま
し

た
。戦

後
、
道
元
禅
師
・
瑩
山
禅
師
の
教
え
が
戦

争
協
力
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
反
省
を
踏

ま
え
、
そ
の
一
環
と
し
て
提
言
で
紹
介
し
た

「
梅
花
流
詠
讃
歌
」
と
い
う
形
と
な
っ
て
い
く

訳
で
す
。
と
は
い
え
、
見
る
べ
き
資
料
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
前
や
戦
中
の
教
学
に
関

す
る
研
究
が
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
と
い
う

の
が
実
情
で
す
。

○
赤
松	

真
宗
の
場
合
は
、「
真
俗
二
諦
の
教

旨
」
と
い
う
こ
と
を
明
治
以
降
に
明
確
に
し
て

き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
敗
戦
以

前
の
皇
国
・
国
体
を
絶
対
視
す
る
理
念
と
、
敗

戦
後
の
政
治
で
の
民
主
主
義
の
理
念
と
の
決
定

的
な
違
い
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
敗
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戦
前
は
皇
国
・
国
体
は
神
聖
な
こ
と
、
無
謬
で

あ
っ
て
、
臣
民
と
し
て
忠
君
愛
国
に
尽
く
す
こ

と
が
、
基
本
的
な
体
制
で
あ
り
ま
し
た
。
信
心

を
得
て
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
「
真
諦
」
と

し
て
示
さ
れ
、
皇
国
・
国
体
に
奉
公
す
る
こ
と

が
「
俗
諦
」
と
し
て
の
教
団
及
び
人
び
と
の
在

り
方
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
信
を
得

た
念
仏
者
が
浄
土
往
生
す
る
こ
と
と
、
皇
国
・

国
体
に
奉
公
す
る
こ
と
と
を
「
分
け
て
」
教
学

理
解
す
る
こ
と
が
、「
真
俗
二
諦
の
教
旨
」
の

基
本
的
な
枠
組
み
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、「
真
俗
二
諦
の
教
旨
」
と
い
う

教
学
理
解
は
戦
後
も
継
承
、
踏
襲
さ
れ
、
そ
の

教
学
的
課
題
を
本
格
的
に
議
論
・
検
証
す
る
対

象
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
し
た

が
っ
て
、
戦
時
下
の
「
真
俗
二
諦
の
教
旨
」
が

戦
争
協
力･

加
担
に
ど
の
よ
う
な
は
た
ら
き
を

し
た
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
が
教
学
に
関
わ
る

当
事
者
か
ら
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
一
つ
の
事
例
と
し
て
、
一
九
八
四
（
昭
和

五
十
九
）
年
に
、
戦
前
か
ら
連
続
す
る
「
真
俗

二
諦
の
教
旨
」
の
踏
襲
を
示
し
た
安
居
判
決
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
三
十
九
年
を
経
て
も

「
真
俗
二
諦
の
教
旨
」
を
問
い
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
な
い
ま

ま
に
経
緯
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
教
団
の
中
で
は｢

真
俗
二
諦
の
教
旨
」
を

戦
時
下
の
現
実
か
ら
問
い
、
そ
の
問
題
の
所
在

を
明
ら
か
に
す
る
人
び
と
も
い
ま
し
た
。

「
真
俗
二
諦
の
教
旨
」
が
広
く
議
論
・
検
証

大
谷
栄
一
氏

【
略
　
歴
】

佛
教
大
学
社
会
学
部
教
授
。
博
士
（
社
会
学
）。
専
門
は
、
宗
教
社
会
学
、
近
代
仏
教
。
東
洋
大

学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
社
会
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了
。（
公
財
）
国
際
宗
教
研
究
所
研
究

員
、
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
研
究
員
、
佛
教
大
学
社
会
学
部
准
教
授
を
経
て
、
現
在
に
至
る
。

著
作
に
、『
増
補
改
訂
　
近
代
仏
教
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
―
仏
教
か
ら
み
た
も
う
ひ
と
つ
の
近
代
―
』

（
共
編
、
法
藏
館
、
二
〇
二
三
年
）、『
戦
後
日
本
の
宗
教
者
平
和
運
動
』（
編
著
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ

出
版
、
二
〇
二
一
年
）、『
日
蓮
主
義
と
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
―
近
代
日
本
の
思
想
水
脈
―
』（
講

談
社
、
二
〇
一
九
年
）、『
近
代
仏
教
と
い
う
視
座
―
戦
争
・
ア
ジ
ア
・
社
会
主
義
―
』（
ぺ
り
か

ん
社
、
二
〇
一
二
年
）、『
近
代
日
本
の
日
蓮
主
義
運
動
』（
法
藏
館
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
。
日

本
宗
教
学
会
賞
（
二
〇
〇
一
年
）、
中
村
元
賞
（
二
〇
〇
二
年
）、
望
月
学
術
賞
（
二
〇
二
〇
年
）

を
受
賞
。
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の
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九

九
〇
年
頃
か
ら
で
し
た
。
備
後
教
区
、
安
芸
教

区
、
部
落
解
放
同
盟
広
島
県
連
合
会
の
同
朋
三

者
懇
話
会
に
お
い
て
差
別
問
題
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
る
中
で
、
三
つ
の
課
題
が
教
学
上
の
問
題

と
し
て
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
信
心
の
社
会
性
、

業
・
宿
業
、
そ
し
て
真
俗
二
諦
で
す
。
信
を
得

て
浄
土
に
往
生
す
る
念
仏
者
の
あ
り
方
を
説
き

な
が
ら
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
差
別
の

現
実
を
問
い
、
学
ぶ
こ
と
な
く
、
差
別
を
容
認

し
て
き
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
戦
争
に
関
わ
る

人
び
と
の
往
生
浄
土
を
説
き
な
が
ら
、
国
家
が

主
導
す
る
戦
争
の
現
実
、
人
び
と
の
尊
厳
が
軽

視
さ
れ
・
蹂
躙
さ
れ
る
戦
争
の
現
実
を
問
い
、

学
ぶ
こ
と
な
く
、
容
認
し
て
き
た
こ
と
、
そ
こ

に
「
真
諦
」
と
「
俗
諦
」
を
「
分
け
る
」
と
い

う
「
真
俗
二
諦
の
教
旨
」
が
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
は
、
真
宗
の
み
教
え
に
学
び
な
が
ら
、
念
仏

者
と
し
て
現
実
を
問
い
、
平
和
に
向
か
っ
て
ど

の
よ
う
な
発
言
を
し
、
行
動
し
て
い
く
の
か
、

「
真
俗
二
諦
の
教
旨
」
の
検
証
・
再
考
が
、
非

戦
平
和
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
と
な
る
と
思

い
ま
す
。

二
、
沖
縄
か
ら
ア
ジ
ア
の
中
で

	

平
和
を
考
え
る

○
寺
本	

次
に
、
沖
縄
で
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
う
か
が
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
伝
統
仏
教
教

団
の
平
和
活
動
の
中
で
、
沖
縄
で
何
か
特
別
な

活
動
を
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
戦
後
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

○
大
谷	

例
え
ば
、
発
題
で
も
取
り
あ
げ
た
真

言
宗
智
山
派
な
ど
は
、
海
外
戦
跡
慰
霊
巡
拝
の

一
環
と
し
て
沖
縄
に
行
っ
て
い
ま
す
。
浄
土
宗

や
日
蓮
宗
な
ど
、
沖
縄
で
戦
没
者
慰
霊
の
法
要

を
行
っ
て
い
る
教
団
も
あ
り
ま
す
。

私
の
方
か
ら
も
本
願
寺
派
の
皆
さ
ま
に
お
聞

き
し
た
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
総
合
研
究
所

が
出
さ
れ
た
「
平
和
に
関
す
る
論
点
整
理
」（
二

〇
一
五
〈
平
成
二
十
七
〉
年
）
の
中
で
、「
日
米

安
全
保
障
条
約
と
念
仏
者
の
立
場
」
に
関
す
る

記
述
が
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の
赤
松
先
生
の
話

を
踏
ま
え
る
と
、
戦
前
と
戦
後
の
政
治
体
制
に

は
大
き
な
違
い
が
い
く
つ
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
戦
後
に
関
し
て
は
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
が

非
常
に
大
き
な
問
題
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
象
徴
が
日
米
安
全
保
障

条
約
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
核
に
守
ら
れ
て
日

本
の
人
び
と
が
生
活
し
て
い
る
と
い
う
矛
盾
の

多
く
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
の
が
沖
縄
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
本
願
寺
派
が
沖
縄
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
を
製
作
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

沖
縄
の
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

わ
か
り
ま
す
が
、
沖
縄
の
基
地
の
存
在
を
含
め

た
日
米
安
全
保
障
条
約
の
現
実
的
な
問
題
に
関

し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
向
き
合
お
う
と
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

○
寺
本	

総
合
研
究
所
と
し
て
は
、
二
〇
一
九

（
令
和
元
）
年
に
映
画
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

沖
縄
戦
―
知
ら
れ
ざ
る
悲
し
み
の
記
憶
―
」
を

製
作
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
よ
り
沖
縄
で
の
調

査
を
重
ね
、
実
際
に
沖
縄
慰
霊
の
日
に
現
地
に

赴
き
、
現
地
の
方
々
と
行
動
を
共
に
す
る
と
い

う
よ
う
な
、
現
地
の
方
に
寄
り
添
う
活
動
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
で
す
。

○
赤
松	

現
在
、
政
府
は
日
本
と
ア
メ
リ
カ
、

あ
る
い
は
韓
国
な
ど
と
の
軍
事
的
な
同
盟
関
係

を
結
び
、
さ
ら
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
と
の
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軍
事
的
な
関
係
の
強
化
の
動
き
が
見
ら
れ
る
現

実
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
国
際
関
係
及
び

軍
事
に
関
わ
る
現
実
に
関
心
を
持
ち
な
が
ら
注

視
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
の
教
団
は
、
宗
教
法
人
と
し
て
、
そ
の
立

教
の
理
念
に
基
づ
い
て
、
伝
道
を
は
じ
め
と
す

る
宗
教
活
動
と
と
も
に
、
社
会
に
関
わ
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
教
団
に
お
け
る
人
と
人
と
の

関
係
の
基
本
は
、
国
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
た

人
び
と
と
の
交
流
・
対
話
を
広
く
、
深
く
積
み

重
ね
な
が
ら
、
宗
制
に
よ
れ
ば
、「
自
他
共
に

心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
」
を
実

現
す
る
よ
う
に
、
持
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

中
心
に
な
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
と
の
つ
な
が
り
と
い
う
こ
と
で
言

う
な
ら
ば
、
例
え
ば
、
ア
ジ
ア
の
仏
教
界
の

僧
侶
・
人
び
と
が
本
願
寺
と
い
う
場
所
で
集

い
、
交
流･

対
話
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ

と
も
、
平
和
へ
の
取
り
組
み
の
一
つ
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
国
々
も
政
治
的
に
は
諸

事
情
が
あ
る
に
し
て
も
、
国
を
超
え
た
人
び
と

と
の
交
流･

対
話
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
平

和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
実
践
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

○
寺
本	

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
国
と

い
う
枠
組
み
を
超
え
て
対
話
・
交
流
を
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
と
き
、
超
え

て
い
く
べ
き
「
国
」
が
問
わ
れ
て
き
ま
す
。
私

た
ち
に
と
っ
て
、
教
団
に
と
っ
て
「
国
家
と
は

い
っ
た
い
ど
う
理
解
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
」

赤
松
徹
眞
氏

【
略
　
歴
】

一
九
四
九
年
生
ま
れ
。
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
所
長
。
専
門
は
、
日
本
仏

教
史
、
真
宗
史
、
近
代
史
。
龍
谷
大
学
卒
業
後
、
龍
谷
大
学
文
学
部
講
師
、
助
教
授
、
教
授
を

経
て
、
現
在
に
至
る
。
著
作
に
、『
近
代
真
宗
者
の
「
神
社
問
題
」
論
説
集
成
』
全
九
巻
（
三
人

社
、
二
〇
一
九
年
）、『
日
本
仏
教
史
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
周
辺
』（
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
一
三

年
）、『
資
料
清
沢
満
之
』
全
三
巻
（
共
編
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
一
年
）、『『
新
佛
教
』
論
説
集
』

全
四
巻
（
共
編
、
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
八
～
一
九
八
二
年
）
な
ど
。
論
文
に
、「
淺
野
研
眞
の

思
想
と
社
会
的
実
践
―
仏
教
理
解
と
そ
の
実
践
と
し
て
の
仏
教
社
会
学
及
び
仏
教
社
会
事
業
―
」

（『
仏
教
史
研
究
』
六
〇
、二
〇
二
二
年
）、「
大
谷
光
瑞
の
『
満
州
国
』
論
か
ら
『
大
東
亜
共
栄
圏
』

論
―
大
谷
の
仏
教
・
真
宗
論
の
立
場
と
の
関
係
―
」（『
仏
教
史
研
究
』
五
八
、二
〇
二
〇
年
）
な

ど
多
数
。
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と
い
う
こ
と
は
、
大
き
な
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
、
平
和
を
学
ぶ
場
、

	
発
信
す
る
場
の
創
造

○
寺
本	

対
話
や
交
流
と
少
し
関
わ
る
こ
と
で

す
が
、「「
戦
後
問
題
」
検
討
委
員
会
答
申
」（
一

九
九
六
〈
平
成
八
〉
年
）
の
「
教
団
の
今
日
的

課
題
に
つ
い
て
」
の
中
に
、「
平
和
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）」
の
開
設
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
宗
門

の
状
況
を
踏
ま
え
て
、「
平
和
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）」
は
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
る
べ
き
な
の
か
、

先
生
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

○
赤
松	

教
団
と
し
て
非
戦
平
和
に
つ
い
て
発

信
す
る
環
境
、
平
和
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名
称
を

持
つ
組
織
・
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
広
く

社
会
に
開
か
れ
た
教
団
と
し
て
大
き
な
意
味
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
補
足
し
て
言
え
ば
、
総
合

研
究
所
に
開
設
さ
れ
れ
ば
、
こ
の
間
、
総
合
研

究
所
で
の
平
和
に
関
す
る
研
究
及
び
成
果
が
生

か
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
和
に
関
す
る
研
修
に

つ
い
て
も
研
究
員
が
担
当
し
て
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
総
合
研
究
所
に
は
、

「
平
和
に
関
す
る
論
点
整
理
」
や
沖
縄
戦
の
映

画
制
作
を
し
て
き
た
と
い
う
実
績
・
経
緯
も
あ

り
ま
す
。

○
寺
本	

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
平
和
へ
の
活
動
が
な
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
が
、「
平
和
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
の

開
設
と
い
う
ご
提
案
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
継
承
、
あ
る
い
は
資
料

等
々
の
ア
ー
カ
イ
ブ
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と

は
、
少
な
く
と
も
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

四
、
若
い
世
代
へ
の
平
和
教
育

○
寺
本	
宮
地
先
生
へ
の
質
問
で
す
。
青
少

年
、
若
い
人
た
ち
が
、
他
宗
派
の
寺
院
や
僧
侶

と
現
実
レ
ベ
ル
で
連
携
で
き
る
可
能
性
に
つ
い

て
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
宮
地	

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
教
化
研

修
部
門
の
中
に
、
青
少
年
教
化
課
程
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
青
少
年
を
対
象
に
し
た

教
化
活
動
の
プ
ロ
パ
ー
を
育
成
す
る
場
所
で
、

曹
洞
宗
で
は
、
出
家
在
家
に
か
か
わ
ら
ず
、
若

い
人
に
伝
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
注
力
し
て

き
ま
し
た
。
毎
月
、
全
寺
院
に
『
曹
洞
宗
報
』

を
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
小
さ
な
お

子
さ
ん
か
ら
中
学
生
、
高
校
生
く
ら
い
ま
で
の

方
々
に
向
け
て
、
仏
教
の
教
え
、
禅
の
教
え
を

わ
か
り
や
す
い
形
で
伝
え
る
テ
キ
ス
ト
を
同
封

し
て
送
っ
て
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す
い
絵
を
用

い
た
教
材
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
に
は
『
般
若
心

経
』
の
文
字
を
鉛
筆
で
な
ぞ
り
、
字
を
書
き
な

が
ら
『
般
若
心
経
』
の
文
章
を
覚
え
て
も
ら
う
、

あ
る
い
は
道
元
禅
師
の
お
名
前
を
覚
え
て
も
ら

う
な
ど
、
そ
の
よ
う
な
形
か
ら
入
っ
て
い
き
、

だ
ん
だ
ん
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
く
と
い
う

方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
梅
花
流
詠
讃
歌
に
関
し
て
も
、
歌
を

聴
い
て
、
心
に
響
く
も
の
が
あ
れ
ば
、
若
い
方

に
も
ど
ん
ど
ん
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
形
で
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
宗
門
の
関
係
学
校
・
関
連

学
校
に
行
き
、
宗
歌
を
学
生
さ
ん
に
歌
っ
て
、

聞
い
て
も
ら
う
、
あ
る
い
は
意
味
を
教
え
る
と

い
う
形
で
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

曹
洞
宗
と
い
え
ば
、「
坐
禅
」「
厳
し
い
修
行
」
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と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
曹
洞
宗
の
精
神
と
は
結
局
何
か
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
小
さ
な
子

ど
も
の
う
ち
か
ら
少
し
ず
つ
段
階
を
追
っ
て
教

え
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
こ
に
出
家
在
家
を
問
わ
ず
、
連
携
し
て

い
く
糸
口
、
可
能
性
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

○
寺
本	

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
願
寺

派
に
も
、
若
い
方
や
こ
れ
か
ら
僧
侶
に
な
る
方

へ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
の
現
状
、
特
に
平
和
教
育
に
つ
い
て
、
赤
松

先
生
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
赤
松	

安
芸
教
区
や
長
崎
教
区
な
ど
原
爆
の

投
下
さ
れ
た
地
域
の
人
た
ち
の
証
言
、
あ
る
い

は
全
国
各
地
で
の
爆
弾
投
下
に
よ
る
身
近
な
戦

災
、
被
災
な
ど
の
現
実
を
教
材
に
し
た
平
和
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
学
校
教
育
や
地
域
・
自
治
体

で
も
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
真
宗
の
み

教
え
や
お
釈
迦
様
の
教
え
を
学
び
な
が
ら
非
戦

平
和
に
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
教
区
・
組
・
寺
院
な
ど
で
の
取
り
組
み
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

教
団
で
も
、
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
な
ど
を
開
く
な

ど
集
う
機
会
は
あ
り
ま
す
が
、「
平
和
」
に
関

す
る
テ
ー
マ
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
場

宮
地
清
彦
氏

【
略
　
歴
】

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
近
現
代
教
団
研
究
部
門
主
任
研
究
員
。
修
士
（
文
学
）。
専
門
は
、

中
国
仏
教
学
（
天
台
教
学
・
華
厳
教
学
・
中
国
禅
宗
教
学
）。
駒
澤
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究

科 
博
士
後
期
課
程 

満
期
退
学
。
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
現
代
教
学
研
究
部
門
専
任
研
究
員

を
経
て
、
現
在
に
至
る
。
著
作
に
、『
瑩
山
禅
師
伝
』（
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
二
〇
一
一
年
）、『
瑩

山
禅
師
　
言
の
葉
集
』（
編
著
、
大
本
山
總
持
寺
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
。
論
文
に
、「『
修
証
義
』

と
『
明
教
新
誌
』『
扶
宗
会
雑
誌
』」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
二
四

号
、
二
〇
二
三
年
）、「
仏
教
典
籍
に
お
け
る
「
自
然
」「
国
土
」
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
」（『
曹

洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
二
一
号
、
二
〇
二
〇
年
）、「
瑩
山
禅
師
と
日
本
中

世
社
会
の
関
連
に
つ
い
て
」（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
二
号
、
二
〇
〇
七
年
）、

「
瑩
山
禅
師
の
善
悪
観
―
『
宏
智
録
』
と
の
関
連
性
よ
り
考
え
る
―
」（『
宗
学
研
究
』
四
四
号
、

二
〇
〇
二
年
）、「
近
代
に
お
け
る
「
先
祖
崇
拝
」
に
つ
い
て
の
思
想
的
考
察
―
『
宗
報
』
を
基

礎
資
料
と
し
て
―
」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
一
四
号
、
二
〇
〇
一
年
）、
ほ
か
多
数
。
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で
「
平
和
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
戦
争
の
過
酷

な
現
実
に
学
び
な
が
ら
、
平
和
の
尊
さ
を
伝
え

て
い
く
、
考
え
る
環
境
を
作
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
、
戦
後
五
十

年
・
七
十
年
に
、
そ
し
て
「
宗
門
寺
院
と
戦
争
・

平
和
問
題
」
調
査
な
ど
で
収
集
し
た
写
真
や
展

示
パ
ネ
ル
な
ど
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

今
日
ま
で
、
非
戦
平
和
に
取
り
組
ん
で
き
た

経
過
・
成
果
を
改
め
て
公
開
す
る
こ
と
も
考
え

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
沖
縄
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
沖
縄

を
非
戦
平
和
の
研
修
の
場
所
に
し
て
、
沖
縄
の

実
情
を
学
び
、
人
び
と
の
話
を
聞
く
こ
と
は
大

切
で
す
。
た
と
え
ば
、
基
地
の
騒
音
に
つ
い
て

も
、
私
た
ち
が
体
感
、
感
じ
な
け
れ
ば
課
題
が

み
え
て
こ
な
い
と
思
い
ま
す
。

五
、
教
団
と
宗
教
者
平
和
運
動
の
関
わ
り

○
寺
本	

大
谷
先
生
の
ご
発
題
の
中
で
、
本
山

な
ど
の
中
央
と
地
域
と
の
一
種
の
ズ
レ
と
い
い

ま
す
か
、
意
識
・
活
動
が
う
ま
く
か
み
合
わ
な

い
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
と
い
う
お
話
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
そ
こ
を
埋
め

て
い
く
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
や
、
何
か
ヒ
ン
ト
に

な
る
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

○
大
谷	

教
化
に
つ
い
て
一
言
申
し
あ
げ
る

と
、
近
代
以
降
の
仏
教
教
団
に
と
っ
て
、
教
化

は
非
常
に
重
要
な
活
動
で
し
た
。
戦
前
で
は
、

青
少
年
や
女
性
へ
の
教
化
活
動
は
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
平
和
の
教
化
に
関
す
る
活
動

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
戦
後
も
そ
う
で
す
。
先
ほ
ど
、「
平
和

の
教
学
」
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
と

は
別
に
、「
平
和
の
教
化
学
」
と
い
っ
た
も
の

が
行
わ
れ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
を
以
前
か
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
学
校
教
育
の
中
で
は
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
な
形
、
つ
ま
り
体
験
型
学
習

を
通
じ
て
平
和
の
こ
と
を
考
え
る
教
育
が
実
際

行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
で
す
の
で
、
平
和

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
や
、
平
和
教
育
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
平
和
に
関
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し

た
資
料
を
何
ら
か
の
形
で
見
せ
る
機
会
を
設
け

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
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な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ご
質
問
い
た
だ
い
た
中
央
と
地
方
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
全
く
合
致
す
る
こ
と

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
本
願
寺
派
の
場

合
は
、
教
区
や
組
の
中
で
独
自
の
平
和
に
関
す

る
取
り
組
み
が
大
々
的
に
な
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
他
の
宗
派
で
は
そ
れ
ほ
ど
見
ら
れ
な
い
活

動
だ
と
思
い
ま
す
。
戦
後
五
十
年
の
際
に
各
教

区
で
行
わ
れ
た
活
動
、
た
と
え
ば
岐
阜
教
区
や

東
京
教
区
で
出
さ
れ
た
資
料
が
あ
り
ま
す
が
、

戦
時
中
の
教
区
の
活
動
が
非
常
に
詳
し
く
ま
と

ま
っ
て
お
り
、
貴
重
な
資
料
だ
と
思
い
ま
す
。

中
央
と
地
方
を
媒
介
す
る
組
織
が
あ
れ
ば
望
ま

し
い
と
思
い
ま
す
が
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
だ
け
で

は
な
く
て
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と
い
う
形
で
、
中
央

と
地
方
が
影
響
し
合
う
形
で
、
平
和
に
関
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

○
寺
本	

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
戦
後
五

十
年
の
「「
戦
後
問
題
」
検
討
委
員
会
答
申
」

で
は
、
人
間
像
の
検
証
と
い
う
こ
と
が
課
題
と

し
て
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
戦
前
に
は
、
理
想
と

さ
れ
る
人
間
像
、「
お
国
の
た
め
に
」
尽
く
す

人
間
像
と
い
う
も
の
が
、
少
年
会
や
婦
人
会
な

ど
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
説
か
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
人
間
像
、
理
想
像
と
い
っ
た
も
の

は
、
今
も
あ
る
面
で
は
継
承
さ
れ
、
一
方
で
新

た
な
あ
る
べ
き
人
間
像
と
い
う
も
の
が
流
布
す

る
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
検
証
も
、
一
つ
の
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

六
、
平
和
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

	

取
り
組
み
の
可
能
性

○
赤
松	

先
ほ
ど
伝
統
仏
教
教
団
に
よ
る
戦
争

責
任
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一

方
で
戦
争
責
任
の
認
識
や
声
明
を
出
さ
れ
て
い

な
い
教
団
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

教
団
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

た
の
で
し
ょ
う
か
。

○
大
谷	

宗
教
者
の
平
和
の
取
り
組
み
は
、
各

宗
派
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
研
究
が
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
研
究
成

果
と
し
て
上
が
っ
て
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
戦
争
責
任
に
関
す
る
表
明
を
出
し
て

い
な
い
教
団
も
あ
り
ま
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
平
和
に
対
す
る
取
り
組
み
を
し
て
い
な
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

戦
後
の
『
中
外
日
報
』
や
『
仏
教
タ
イ
ム
ズ
』

の
記
事
を
見
て
い
る
と
、
戦
争
責
任
に
つ
い
て

の
声
明
を
出
し
て
い
な
い
教
団
で
も
、
戦
没
者

供
養
の
法
要
を
開
く
な
ど
、
平
和
に
関
す
る
取

り
組
み
自
体
は
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
戦
争

に
関
す
る
認
識
を
声
明
と
し
て
ま
と
め
る
に

は
、
宗
派
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
や
理
由
が
あ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

○
赤
松	

本
願
寺
派
の
中
で
も
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

や
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
な
ど
の
人
び
と
へ
の
支

援
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
が
お
ら
れ
ま

す
。
そ
う
い
う
方
々
と
も
意
見
交
換
や
情
報
共

有
を
し
て
、
よ
り
一
層
多
く
の
皆
さ
ん
に
現
状

を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
る
こ
と
も
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

○
大
谷	

ア
ジ
ア
の
宗
教
者
が
交
流
す
る
機
会

や
場
所
を
設
け
て
は
ど
う
か
と
い
う
ご
提
案
に

は
大
賛
成
で
す
。
海
外
で
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
に
、
信
仰
を
持
っ

て
い
る
人
や
僧
侶
が
い
る
場
合
、
さ
ま
ざ
ま
な
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宗
派
の
方
が
活
動
し
て
い
る
場
合
が
そ
れ
ぞ
れ

に
あ
り
ま
す
。
と
く
に
後
者
で
は
宗
派
を
超
え

た
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
Ｎ
Ｇ

Ｏ
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に
お
い
て
は
、
そ
う

い
っ
た
他
宗
派
間
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実

現
を
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
団
体
自
体
が
一
堂
に

会
す
る
機
会
や
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、
先
ほ
ど
の
「
平
和
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
は
、

本
願
寺
派
の
中
の
資
料
を
ア
ー
カ
イ
ブ
化
す
る

と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す

が
、
で
き
れ
ば
幅
広
く
他
宗
派
の
方
々
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
る
よ
う
な
場
と
し
て

も
活
用
で
き
る
よ
う
な
場
で
あ
れ
ば
、
非
常
に

あ
り
が
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
願
寺
派
も
含
め
て
、
平
和
に
関
す
る
他
宗

派
の
声
明
文
な
ど
を
調
べ
る
の
が
難
し
く
、
過

去
の
宗
教
専
門
紙
な
ど
を
見
な
い
と
な
か
な
か

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
宗

教
者
の
平
和
の
取
り
組
み
に
関
す
る
資
料
の

ア
ー
カ
イ
ブ
化
と
い
う
の
は
必
須
事
項
だ
と
思

い
ま
す
。
年
が
た
て
ば
た
つ
ほ
ど
こ
う
い
っ
た

資
料
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
の
教
団

全
体
、
も
っ
と
言
え
ば
宗
教
界
全
体
で
平
和
へ

の
取
り
組
み
に
関
す
る
資
料
を
ア
ー
カ
イ
ブ
化

し
て
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
場
が
あ
れ
ば

い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
私
も
考
え

て
い
ま
し
た
。

○
宮
地	

曹
洞
宗
で
も
、
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ

と
い
う
と
こ
ろ
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
近
現
代

研
究
部
門
で
は
戦
前
の
資
料
を
中
心
に
進
め
て

い
ま
す
が
、
戦
前
も
ま
だ
整
理
で
き
て
い
な
い

状
況
で
す
。
長
い
タ
イ
ム
ス
パ
ン
で
や
っ
て
い

か
な
い
と
、「
平
和
」
を
語
る
た
め
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
で
あ
る
資
料
が
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
大
き
な
課
題
で
あ

る
と
実
感
し
ま
し
た
。

○
赤
松	
今
、
大
谷
先
生
と
宮
地
先
生
か
ら
、

資
料
関
係
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
と
い
う
点
に
つ
い

て
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本
願
寺
派
で

は
『
本
願
寺
新
報
』
を
毎
月
三
回
発
行
し
て
い

ま
す
。
ま
た
『
宗
報
』
と
い
う
機
関
誌
も
発
行

し
て
い
ま
す
。
戦
後
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
本

願
寺
史
料
研
究
所
で
増
補
改
訂
版『
本
願
寺
史
』

第
四
巻
目
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、『
本
願
寺
新

報
』
や
『
宗
報
』、『
宗
務
所
広
報
』
等
の
デ
ジ

タ
ル
化
が
既
に
済
ん
で
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
関
係
資
料
を
教
団
内
で
の
活
用
を
進
め
る

と
と
も
に
、
そ
れ
を
教
団
以
外
の
方
に
も
公
開

で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

○
寺
本	

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
総
合
研

究
所
で
も
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
は
喫
緊
の
課

題
だ
と
認
識
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
・
ア
ー

カ
イ
ブ
化
す
る
こ
と
で
次
世
代
へ
の
継
承
が
果

た
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
念
願
し
て
い
ま

す
。お

時
間
が
参
り
ま
し
た
。
先
生
方
、
本
日
は

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
平
和
に
向

け
て
具
体
的
に
何
を
進
め
て
い
く
の
か
と
い
う

こ
と
に
関
し
て
も
、
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
賜
り
ま

し
た
。

大
変
貴
重
な
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
改
め
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
本
当
に
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
合
研
究
所
　
現
代
教
学
・
課
題
研
究
室

48宗報 2024年11・12月合併号



を
お
教
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
印
象
的

な
ご
提
言
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

宮
地
先
生
に
は
、
梅
花
流
詠
讃
歌
と
い
う

仏
教
讃
歌
を
通
し
た
曹
洞
宗
に
お
け
る
非
戦

平
和
へ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
な

が
ら
、
青
少
年
教
化
を
含
め
た
、
教
団
で
な

す
べ
き
今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
我
々
真
宗
教
団

に
と
っ
て
も
大
変
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
多
く
ご
ざ
い
ま
し
た
。

赤
松
先
生
に
は
、
宗
門
の
非
戦
平
和
へ
の

歩
み
を
掲
げ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
現
実
を

直
視
し
て
、
取
り
組
み
を
持
続
し
て
い
く
べ

き
こ
と
を
強
く
提
言
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宗
門
教
学
会
議
は
、
教
団
が
直
面
し
て
い

る
社
会
的
課
題
に
つ
い
て
有
識
者
の
先
生
方

か
ら
ご
提
言
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
我
々
宗

務
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に
お
い
て
反
映

し
て
い
く
と
い
う
建
て
付
け
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
先
生
方
に
は
今
後
と
も
、
本
願
寺
教

団
に
対
し
ま
し
て
ご
協
力
、
ま
た
ご
支
援
等

の
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

長
時
間
に
わ
た
り
ま
し
て
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
方
に
も
御
礼
の

言
葉
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

改
め
ま
し
て
、
大
谷
先
生
、
宮
地
先
生
、

赤
松
先
生
、
大
変
貴
重
な
ご
提
言
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
た
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。大

谷
先
生
に
は
、
ご
発
題
の
中
で
、
戦
時

教
学
の
問
題
は
反
省
的
に
な
さ
れ
て
き
た

が
、「
平
和
学
」
あ
る
い
は
「
平
和
の
教
化

学
」
と
い
う
視
点
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
平
和
教
学
の
追
求
は
、
文
化
的

平
和
の
役
割
を
果
た
し
、
平
和
の
文
化
に
寄

与
す
る
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
と
い
う
こ
と

大
田
利
生

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所　
所
長

座
長
挨
拶
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